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『大学のDXはどこまで進むのか？文科省PlusDX採択大学・企業の取り組み』 

高等教育院

（学生の学習意欲に寄り添う DATA Driven LXシステム構築計画）

名古屋市立大学
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教学IR体制の確立 
◎ 学内理解の促進 

◎ 必要な制度整備、人材育成

   教学マネジメント 
 Ⅰ  学修目標の具体化 
 Ⅱ  科目・教育課程の編成・実施 
Ⅲ  学修成果の把握・可視化

 FD・SDの高度化 
◎ 望ましい教職員像の定義 
◎ 教育改善活動として 
組織的・体系的に実施 
（役職・経験に配慮）

【学修者本意の教育の実現】

予測困難な時代を生き抜く 
自律的学習者の育成

資質・能力育成のための 
学位プログラムの最適化

情報公表

（出典：中教審, 2020をもとに高等教育院作成）
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予測困難な時代を生き抜く 
自律的学習者の育成

資質・能力育成のための 
学位プログラムの最適化

コロナ禍でも学びを止めない、 
むしろ加速する！

（NCU Plan to build data-driven support for Learner Experience through Digital Transformation）
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• 日本では、初等・中等教育と高等教育（AP）を結ぶ目標

（O’Brien, 2011）

（OECD, 2016）

OECD Education 2030 Framework 

資質・能力－コンピテンシーと呼ばれる新しい能力
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（求められているのは…）

自律的な学修者が持つ、巧みな自己調整能力は、 
領域固有の知識に加えて「学修」や「問題解決」の
成否を決定するものとして近時注目を集めている。

コンピテンシー基盤型プログラムが必要。• ただし日本の「資質・能力の三つの柱 」は、「知識・技能」 
「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力・人間性等」。

• また、高次の認知的目標は、領域固有の専門的知識を基盤に 
成立していることに要注意。
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自己調整の下位過程

自己調整の段階
自己調整学習者の種類

素朴な（naive）学習者 巧みな（skillful）学習者

事前の考慮 明細でなく遠くにある目標、成績目標志向、
低い自己効力感、興味が無い

明細で階層的な目標、学習目標志向、 
高い自己効力感、内発的に興味を持っている

目標遂行 
　／意思的統制

焦点化されていない計画、 
セルフ・ハンディキャピング方略、 
結果の自己モニタリング

目標遂行に焦点化されている、 
自己教示やイメージ、 
過程の自己モニタリング

自己反省 自己評価を避ける、能力への帰属、 
否定的な自己反応、適応的でない

自己評価を求める、方略や実践への帰属、 
積極的な自己反応、適応的

（動機づけの領域）

（Zimmerman, 1997, p. 6）
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目次 学生・教員へのフィードバック例
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‣ 自律的な学修者育成（主に学生向け） 
‣ 「内発的動機づけ」×「成績」 

→学習それ自体に満足を求めるための行動が取れているか？ 
‣ 「自己効力感」×「成績」 

→自分の行動によって望む結果が得られると考えて学習できているか？ 
‣ 「成長実感」×「成績」 

→学修到達目標を達成できたという認識は、どの程度正確なのか？ 

‣ 資質・能力を身につける教育の確立（主に教員向け） 
‣ 成長実感×成績 

→あらかじめ学生に示されている成績評価基準・方法は客観的か？ 
‣ アクティブラーニング×深い関与 

→学生の深い関与を導く「主体的・対話的で深い学び」は実践されているか？ 
‣ 自己効力感×内発的動機づけ 

→学位プログラム全体と授業は、自律的学修者の育成に貢献できているか？

（情報量とは驚きの大きさ）
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多様なディシプリンによる教育を展開されている 
全国の国公私立大学のみなさまと 
具体的な知見の共有に努め、 

また本学の実践例は、シンポジウム等を開催して 
積極的に公開して参ります。 

今後ともご理解・ご支援を賜りますよう 
お願い申し上げます。 

ご静聴ありがとうございました。

名古屋市立大学


